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野沢　優、秋山 大樹，村松 貴之，大石 翼，川又 宗平，杉山 龍之介

2050年の低炭素化社会実現に向け，運輸部門の主流を担う商用車に搭載するディーゼルエンジンの役割は益々大きくなり，今

後は一層の燃費改善と排出CO2低減が必須となる。そこで本研究では，ディーゼルエンジンの低燃費化を狙いにブースト温度

の低減やオイル温度の上昇に伴う燃焼改善と摩擦損失の低減，および，CO2低減を狙って廃食油とﾊﾟｰﾑ油をﾍﾞｰｽとしたﾊﾞｲｵ・

ディーゼル燃料と軽油の混合率を変化させた燃焼試験を遂行した。その結果，低燃費化とCO2低減の効果と見通しが得られた

のでその内容を報告し，今後の更なる研究の方向性を述べる。

関連画像

機械・精密システム工学科　学会発表           

平成24年度大学コンソーシアムとちぎ学生＆企業研究発表会

ディーゼルエンジンの燃料多様性に関する研究～廃食油、パーム油ベースのバイオディーゼル燃料と軽油の混合率が出力、排

出ガスに及ぼす影響～


